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・ 診療科紹介　
　高齢診療科／
　脊椎・脊髄センター／
　脳神経外科／麻酔科
・三鷹老人クラブで認知症講演会
・アレルギー対応食品を販売開始

■ 新年のご挨拶 　明けましておめでとうございます。穏やかな初春をご家族お揃いでお迎えの事とお慶び申

し上げます。

　本院では 8 月に待望の免震構造を有する新病棟が完成します。これに伴い院内の各部署が、

効率的に運用されるように整備をおこない、各診療科はもとより、病院全体として時代のニー

ズに合った診療科作りを目指していきたいと思います。また、医療情報システムも改修し、

新しく電子カルテシステムを導入する予定です。そして新たな飛躍に繋げる事ができればと

考えております。

　昨年は辛く悲しい災害に遭遇しました。しかしこの苦難に際し、皆で協力して行動した結

果、病院内の団結は更に強くなりました。職種を越えて互いの立場を思いやり、協力しあっ

て心地よい職場を作って頂きたいと思っています。そして本年も、杏林大学病院の更なる発

展のために皆で力を合わせて努力をしていきたいと考えておりますので、関係各位のご理解、

ご協力、また、ご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、本年も皆様方がご多幸でありますようにお祈りいたします。

杏林大学医学部付属病院

病院長　甲能直幸

■ 

新
病
棟
8
月
の
完
成
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
調
に
建
設
中

屋上 ヘリポート
10 階 共同個室
9 階
8 階 皮膚科、高齢診療科
7 階 消化器内科、腫瘍内科
6 階 呼吸器内科

5 階 消化器内科、神経内科、
糖尿病・内分泌・代謝内科

4 階 脳卒中センター
3 階 血液内科

2 階 耳鼻科、腎臓内科、
リウマチ膠原病内科

1 階 全個室の HCU
B1 階 機械室・電気室、霊安室など

　

第
３
病
棟
跡
地
に
建
設
中
の
新
病
棟
は
、
今
年
の
8
月

中
旬
の
完
成
を
目
指
し
、順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
12
月
に
は
内
覧
会
を
実
施
し
、
松
田
博
青
理
事
長

を
始
め
、
病
院
長
や
副
院
長
、
職
員
等
１
２
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
で
は
、
ま
だ
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
中
、
担
当
者
よ
り
病
棟
の
構
造
や
病
室
の
換
気
シ
ス
テ

ム
等
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
一
つ
一
つ
真
剣
に
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
病
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

■ 年末年始の診療記録 ■

　昨年 12 月 28 日夕方から本年 1 月
3 日朝までの年末年始期間中にけがや
急病で病院に来院された患者さんは
1,450 人でした。前回同時期と比較し
て約 200 人減少しました。

モ
デ
ル
病
室
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中

に
は
照
明
や
カ
ー
テ
ン
、
イ
ス
等
の

サ
ン
プ
ル
が
多
数
用
意
さ
れ
お
り
、

よ
り
良
い
療
養
環
境
を
参
加
者
全
員

で
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
フ
ロ
ア
に
入
る
診
療
科

も
決
定
（
左
図
参
照
）
し
、
新
病
棟

の
名
称
を
職
員
か
ら
公
募
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た
名
称

は
副
理
事
長
や
病
院
長
ら
で
組
織
す

る
委
員
会
で
協
議
さ
れ
、
1
月
下
旬

に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

赤枠が建築中の新病棟。外科病棟の隣に位置しています。

平成 23 年度
患者数（人） 1450

救急車
台数

1・2 次 127
3 次 33

3 次救急患者数（人） 39

診療科名 ATT 内科系 外科系 小児科 小児外科内科 外科
患者数 426 7 89 42 225 6

診療科名 精神科 脳神経
外科 SCU 耳鼻

咽喉科 整形外科 皮膚科

患者数 5 51 6 95 109 120
診療科名 形成外科 泌尿器科 眼科 産婦人科 合計
患者数 56 62 126 27 1450

＊新病棟の各フロアに入る診療科＊
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◆ 

麻
酔
科

診
療
科
紹
介

◆
高
齢
診
療
科  

　
■  患者さんの声に応えて、当院売店で
　  アレルギ－対応食品の販売を開始

　当院の第 1 病棟地下 1
階にある売店「デイリー
ストア KRL」では、12
月よりアレルギー対応食
品の取り扱いを開始しま
した。アレルギー対応食
品とは、小麦や卵など、

　

麻
酔
科
外
来
（
術
前
診
外
来
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
・

緩
和
ケ
ア
外
来
）
で
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
全
身
疾
患

を
合
併
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
術
前
評
価
を
す
る
術
前
診
外
来

や
手
術
・
麻
酔
に
関
す
る
手
術
前
患
者
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
使
っ
て
詳
し
く
説
明
す
る
術
前
説
明

外
来
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
2
年
度
か
ら
、
緩

和
ケ
ア
外
来
を
充
実
さ
せ
月
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日
の
受
診

枠
を
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
慢

性
疼
痛
）
外
来
を
火
曜
日
・
金
曜
日
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

麻
酔
科
で
は
こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し

て
、
外
来
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
は
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
29
日
に
三
鷹
市
公
会
堂
に
て
、
三
鷹
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
方
々
向
け
に
「
認
知
症
に
つ
い
て
（
認
知
症
の

方
々
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
）」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
認
知
症
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
は
昨
年
11
月
7
日
に
当

院
で
行
っ
た
記
者
会
見
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
当
院
（
専
門

病
院
）、
三
鷹
市
、
武
蔵
野
市
の
か
か
り
つ
け
医
も
し
く
は
認

知
症
相
談
医
（
医
師
会
）、
在
宅
相
談
機
関
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
三
者
の
連
携
組
織
「
三
鷹
・
武
蔵
野
認
知

症
連
携
を
考
え
る
会
」を
作
り
、活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

三
者
間
の
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
か
か
り
つ
け
医
・
相
談

医
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

市
民
向
け
の
講
習
会
の
開
催

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
全
体
と
し
て
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
同
様
の
講
演
会
は
昨

年
9
月
23
日
に
武
蔵
野
市
で

も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
草
の
根
的
な
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

◆ 

脳
神
経
外
科

　

杏
林
大
学
脳
神
経
外
科
の

特
徴
は
全
国
的
に
み
て
も
有

数
の
手
術
件
数
と
、
脳
卒
中

と
脳
腫
瘍
の
治
療
に
定
評

が
あ
る
点
で
す
。
毎
年
約

6
0
0
件
の
手
術
を
行
い
、

週
刊
朝
日
の
「
手
術
件
数
で

わ
か
る 

い
い
病
院
」
で
は

常
に
全
国
で
も
上
位
に
格
付

■ 

三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
合
同
行
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
に
つ
い
て
講
演      

　

当
院
で
は
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
の
合
同
行
事
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
第
7
回
目
は
昨
年
11
月
29

日
（
火
）
に
三
鷹
市
公
会
堂
・
別
館
に

お
い
て
高
齢
診
療
科
長
・
も
の
忘
れ
セ

ン
タ
ー
長
の
神
﨑
恒
一
教
授
が
「
認
知

症
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
栄
養
部
の
酒

井
優
子
管
理
栄
養
士
が
「
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
同

連
合
会
の
会
員
や
一
般
市
民
の
方
、
約

80
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
高
橋
景
市
会
長
、
ご
来
賓
の
清
原

慶
子
三
鷹
市
長
、
甲
能
直
幸
病
院
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
脳
や
身
体
の
病
気
の
た

め
に
記
憶
・
判
断
力
な
ど
の
障
害
が
起

こ
り
、
通
常
の
社
会
生
活
が
送
れ
な
く

な
っ
た
状
態
を
認
知
症
と
い
い
、
は
じ

め
の
う
ち
は
年
齢
に
よ
る「
も
の
忘
れ
」

と
区
別
が
難
し
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
具
体
的
な
早
期
発
見
の
め
や
す

や
認
知
症
の
予
防
法
と
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
や
適
度
な
運
動
、
友

人
と
一
緒
に
楽
し
め
る
趣
味
を
持
つ
こ

と
な
ど
が
効
果
的
で
あ
る
と
紹
介
し
ま

し
た
。
講
演
の
合
間
に
は
、
簡
単
な
記

憶
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
で
、
参
加
者
は
終
始
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
様
子
で
講
演
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
酒
井
管
理
栄
養
士
は
「
日
本
は
長
寿
国
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
寿
命
（
健
康
で
活
動
的

に
暮
ら
せ
る
期
間
）
を
延
ば
す
こ
と
も
大
切
で
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
毎
食
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
塩
分
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
た

醤
油
や
ゆ
ず
ポ
ン
酢
、
お
腹

の
調
子
を
整
え
る
ド
リ
ン

ク
、
低
カ
ロ
リ
ー
の
の
ど
飴

な
ど
㈱
K
R
L
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
サ
ン
プ
ル
が
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

け
さ
れ
ま
す
。
治
療
成
績
も
よ
く
多
摩

地
区
だ
け
で
な
く
遠
方
か
ら
も
ご
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
塩
川
芳
昭
教
授
の
専
門
で

脳
動
脈
瘤
の
治
療
経
験
が
豊
富
で
す
。

く
も
膜
下
出
血
や
脳
出
血
は
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
集
中
治
療
を
、
虚
血
性
脳

卒
中
は
連
携
す
る
脳
卒
中
科
で
治
療
を

行
い
ま
す
。
小
西
善
史
教
授
、
佐
藤
英

志
講
師
の
専
門
で
あ
る
脳
血
管
内
治
療

は
体
の
負
担
の
少
な
い
治
療
と
し
て
最

近
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

脳
腫
瘍
は
永
根
基
雄
准
教
授
の
専
門

で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
最
先
端
技

術
を
駆
使
し
た
手
術
を
行
い
、
世
界
的

レ
ベ
ル
の
研
究
と
も
連
動
し
た
最
新
の

術
後
療
法
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て

お
り
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
幅
広
く
手
術
を
行

い
、
多
く
の
学
会
・
研
究
会
等
も
含
め

多
摩
地
区
の
拠
点
と
し
て
も
存
在
感
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

特定の食物を飲食することでアレルギー症状を起
こす方のため、アレルギーの素となる食材を使わ
ずに作った食品のことです。大豆を使わず、ひえ
やあわで作った味噌やあわ醤油などをはじめ、他
店ではあまり取扱いのない小麦粉を使っていない
乾麺（ひえ、あわ、きびの 3 種）、お米から作っ
た天ぷら粉やお好み焼きの粉、煮物やお野菜ハン
バーグなどのレトルト食品を取り扱っています。
　同売店の鳥居千鶴店長は「患者さんからアレル
ギー対応食品を探すのは難しいというお話を聞
き、導入を決意しました。売店にこういう食材が
あるということをもっと知っていただき、取り扱
う食品を増やしていきたい」と話しています。
　また、同売店ではカロリーや栄養分が管理され
た治療食を豊富に取り揃えているほか（300 品
目以上）、病気や骨折の影響で利き手が不自由な
方が簡単に使えるお箸などの自助具を販売してお
り、通院中の患者さんのみならず、全国から郵送
してほしいとの依頼が届くなど、大変好評をいた
だいています。

◆ 

脊
椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
か
ら
骨
粗
鬆
症
性
の
脊
椎
骨
折
（
椎

体
圧
迫
骨
折
）
に
対
し
て
、
バ
ル
ー
ン
カ
イ
フ
ォ
プ
ラ
ス
テ
ィ

（
B
a
l
l
o
o
n 

K
y
p
h
o
p
l
a
s
t
y
:
経
皮
的
後

弯
矯
正
術
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
経
皮
的
に
骨
折
し

た
椎
体
に
バ
ル
ー
ン
（
風
船
）
状
の
手
術
器
具
を
用
い
て
つ
ぶ

れ
た
椎
体
を
持
ち
上
げ
て
元
に
近
い
形
に
矯
正
し
、
生
じ
た
空

間
に
人
工
骨
（
骨
セ
メ
ン
ト
）
を
充
填
し
て
固
定
し
ま
す
。
傷

口
は
背
中
に
左
右
2
ヵ
所
、
0.
5 

c
m
程
度
で
、
出
血
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
手
術
翌
日
か
ら
起
立
歩
行
が
で
き
ま
す
。
椎

体
骨
折
は
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
の
中
で
も
最
も
頻
度
の
高
い

骨
折
で
、
高
齢
者
の
急
性
腰
・
背
部
痛
の
多
く
は
こ
の
骨
折
が

原
因
で
す
。
保
存
療
法
で
疼
痛
が
軽
減
し
な
い
場
合
に
は
是
非

ご
相
談
下
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
行
っ
て

き
ま
し
た
内
視
鏡
手
術
も
、
最
近
は
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
も

適
応
を
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
坐
骨
神
経
痛
や
間
欠
跛
行
で
お

悩
み
の
方
も
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。
今
後
も
当
脊
椎
・
脊
髄
セ

ン
タ
ー
は
低
侵
襲
手
術
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。


